


１

　冷たい雨の降るほとんど夜のような夕方のことだった。高校生のせい子は、真っ赤になった手

で傘を握り締めながら、黙々と歩いていた。 疲れていた。このごろ心のなかにも、よくわからな
い何かが貯まってきていて、ひとり言が多くなった。

「なんだかなあ」

そうつぶやいて、またそんな自分にため息をつく。

　ふと、曲がり角のところに、ぼんやりと明かりが見えた。ああ、あれは・・・暗くてよく分か

らなかったがあれは、「魔女の喫茶店」だ。本当は別の名前だっ たのに、マスターがあやしげな
黒ずくめの女の人で、いつのまにかそう呼ばれるようになり、いつのまにか本当にその名前にな

ってしまったそうだ。ただ、お菓 子と飲み物の評判は良いらしい。その代わりなかなか開店して
いないので、よけいあやしがられていた。

　今日は珍しく開いている。ガラス張りの窓から、観葉植物で森と化している店内が、少しぼや

けて見える。喫茶店らしくなく、まるでおしゃれにした｢子どものひろば｣のようだ。さまざま

な形、大きさのベンチが、森に溶け込ませておいてある。

　大きなスリッパ、お茶に丸とかかれた湯飲み型ベンチ、真中から木が伸びている植木鉢の周り

を囲んだベンチ・・・。せい子は、おなかがすいていることに気が付いた。時間もそんなに遅く

ない。ちょっと寄ってみよう、と思った。

　玄関のほうへ回り、木のドアを押すと、ドアの鈴がやさしく二回鳴った。

「いらっしゃい」 



２

　 ドアを開けた途端、ほんわり温かい空気といっしょにマスターの声が聞こえてきた。傘をもつ
手がだんだん溶けていくようだ。

「どうぞ？」

入ったところでたったままのせい子を不審に思ったのか声が近づいてきた。

「ああ、傘、そこに立てておいてください。冷たそうね、タオルとってくるわ。」

　そういって黒ずくめの女の人はまた遠ざかる。不思議な服装だ。ブラウスに、くるぶしまで届

く長いジャンパースカート、どちらも黒だ。頭には黒いスカーフが巻かれてあった。エプロンだ

け白い。流行には敏感なほうのせいこの目にも、なんだかとても上品で良い感じに見えた。

「はい。」

「すみません。」

　清潔そうなタオルを渡されて、せい子はかじかんだ手を開き、そっと握った。乾いたタオルは

ほんわり温かだ。

｢どこでも好きなところに座ってね、まあこれでも喫茶店なの、一応。｣

　タオルを受け取ったマスターは、そういってちょっと笑った。せい子は真ん中から木が伸びて

いる植木鉢型ベンチに決めた。確かにこれではまるで森だ。

「本当はね、『森の喫茶店』だったのよ。小さな子どもがかくれんぼしながらりんごをかじるよ

うな、そんな場所にしたいって思ったから。」

カチャカチャ言わせている食器みたいに、よくしゃべる人だ。かばんをベンチに置くと、肩がふ

っと軽くなる。

｢ご注文は？｣

メニューらしきものは見当たらない。

｢５秒前、４、３、２、１、ポーン！」

「は？」

｢ココアね。｣食器が並んでいる棚から向き直ったマスターは、手に大きなマグカップを持って

いた。

｢ココア嫌い？｣

「いえ、あの・・・」

　そういう問題じゃなくて、と言いかけてやめた。昔のせい子はもっと明るくてはきはきしてい

たはずだった。今は一体どうしちゃったのだろう、と自分でも思うほど何でもすぐどうでもいい

と思うようになってしまった。

｢あ、またため息つきましたね？｣

　ふと顔を上げたら、マスターのいたずらっ子のような目が見ていた。今まで見たことのない

目だった。笑っていて、それでいて真剣な目がスカーフの下で光っている。

｢ごめんなさいね、今帰ってきたところで、この前店閉めたとき、メニュー表を捨てちゃったの

よね。早く作らなきゃと思うんだけど。まあ、いつもは常連のお客様だけで、何とかなってた



のよ。あなたは珍しいお客様なの。ココアは おすすめの特製メニューなんだけど。それに、あっ
たまるわよ？」

　そういってカウンターにもたれて、じっとせい子に微笑みかけた。せい子は少しどぎまぎして

、そばの葉っぱをさわった。

「そうね、やっぱりメニューがないと困るわよね。悪いけど、言うから聞いてて。」

　マスターは宙を見つめて息を吸い込んだ。

「あの。」

「え？」

｢ココア、飲みたいです。｣

　マスターはもうすぐくしゃみが出そうな顔をして止まっていた。なんだかおかしくて笑って

しまった。

「ココア、ください｣

　我ながら素敵な笑顔でいえた、とせい子は思った。

「あ、そう」

　マスターも笑い出した。ポットからマグカップにお湯を注いでから、ココアを作りにかかった

。

「そうだ！」　　
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